
10年前、2007年10月31日に完成していた幻の「-paradaiselost-」です。
都内有数のマスタリングスタジオである「音響ハウス」にて作業し完成していたものです。
当時、YUKIYAの精神状態的にどうしてもマスタリング後に更に突き詰めたくなり、
その後、発売された製品版の「-paradaiselost-」ではSHIGEによるマスタリングを施されたバージョンのものが採用されましたので
この完成マスターデータは使用されることなく10年間封印されていました。
製品版と比べ、ナチュラルでアコースティックな質感を持つ音質になっているのがわかるかと思います。
ヘッドルームに余裕を持たせて仕上げてあるので聴きやすく、レベルに余裕がある分、特にローレンジの表現に幅があります。

「-paradiselost-音響ハウスバージョンはナチュラルな方向性で、発売されたバージョンとはかなり差があります。
コアなファンの方にとってはすごくレアな音源になると思うので、10周年記念の特典として楽しんでいただけるのではないかと思いました。
音源というモノは制作に関わった人間の技術やセンス、その瞬間の感情など、
様々なものが反映されて最終形になってるんだなと、改めて強く感じました…」（ATSUSHI）

「-paradiselost-音響ハウスバージョン、コアなファンのみなさんにとってこのように聴き比べができるのは興味深いのではないでしょうか。
僕が仕上げた製品版バージョンの方は、マスタリングと呼ぶにはあまりに過激に変化させていまして（笑）
都会的でモダンな空気感というか、鮮度を上げて躍動感を出す事と、世界観を守りながらもある程度のラウド感というか聴き劣りしないようにと
当時本当に繊細に作業しました。
こうして聴きくらべるとかなりバランスが違って聴こえるのではないでしょうか。
当時は確か音響ハウスで、一朗くんが強いこだわりを発揮したものの、その仕上がりを聴いて結局すべてやり直すことになり（笑）
そのまま2日間くらいほぼ寝ないで仕上げた記憶があります。懐かしいですね…」（SHIGE）

「オレ、前から聴いてみたいと思ってました。（笑）　今回はファンのみなさんと一緒に楽しみたいと思います。」（SANA）


